
役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
１月・２月の土曜開庁
　１月７日（土）・２月４日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 32,621人　	（−６９人）
男 	 16,227人　	（−３８人）
女 	 16,394人　	（−３１人）
世帯	 16,092世帯	（−２９世帯）
※令和４年12月１日現在（前月１日比）

− − − −

　
お
知
ら
せ

西
入
間
広
域
消
防
組
合
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の

縦
覧
お
よ
び
説
明
会

川
越
都
市
計
画
事
業
旭
ケ
丘
松
の

台
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
お
よ

び
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

準
備
書
の
縦
覧

縦
覧
期
間　
１
月
１０
日
火
～
２
月

１０
日
金　
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

１
月
の
納
期（
１
月
31
日
納
期
限
）

　
国
民
健
康
保
険
税
７
期

　
介
護
保
険
料
８
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
７
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　

ｔ

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

　
料
係
ｔ

１
７
６

な
っ
て
い
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
、
業
種
別
に
「
建

設
工
事
（
青
）、
設
計
・
調
査
・

測
量（
黄
）、物
品・そ
の
他（
緑
）」

と
指
定
さ
れ
た
色
の
Ａ
４
フ
ァ
イ

ル
に
と
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問　
西
入
間
広
域
消
防

組
合
総
務
課
企
画
財
政
担
当

　

ｔ
２
９
５

−

０
１
４
７

２
１
４

現
在
、
町
で
は
毛
呂
山
町
の
住
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が

い
を
持
ち
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

め
、
町
の
方
針
に
つ
い
て
示
し
た

「
健
幸
づ
く
り
の
ま
ち
も
ろ
や
ま　

実
施
方
針
」
を
策
定
中
で
す
。
こ

の
実
施
方
針
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
方
針
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

公
表
場
所　
役
場
企
画
財
政
課
窓

口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。

実
施
期
間　
１
月
１０
日
火
～
３１
日

火
提
出
方
法　
役
場
企
画
財
政
課
に

郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

提
出

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
ｔ

３
２
１
・
３
２
２

　

kizai@
tow
n.m
oroyam

a.
lg.jp

令
和
５
・
６
年
度
の
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
水
～
１５
日

水
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
１１
時
３０
分
、
午
後

１
時
～
４
時

受
付
場
所　
西
入
間
広
域
消
防
組

合
総
務
課
企
画
財
政
担
当

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
受
付
期
間
内
必
着
厳
守
）

申
請
書
類　
総
務
課
企
画
財
政
担

当
で
配
布
、
ま

た
は
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
。　

業
種　
業
務
の
分
類
は
建
設
・
業

務
・
物
品
そ
の
他
の
３
種
類
と

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
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巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談

　
相
談

窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
に
関
す

る
掲
載
内
容
の
お
詫
び
と
訂
正

広
報
も
ろ
や
ま
４
月
号
「
一
定
以

上
の
所
得
の
あ
る
人
（
7５
歳
以
上

の
人
等
）
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

割
合
が
変
わ
り
ま
す
」
の
記
事
に

つ
き
ま
し
て
、
負
担
を
抑
え
る
配

慮
措
置
の
実
施
期
間
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

誤
／
令
和
７
年
１０
月
１
日
ま
で

正
／
令
和
７
年
９
月
３０
日
ま
で

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保

険
料
係
ｔ

１
７
６

上
級
救
命
講
習

㊐　
２
月
５
日
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

在
宅
医
療
の
番
組
「
在
宅
医
療
に

お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役

割
」
を
ゆ
ず
の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
映
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
在
宅
医
療
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

放
映
期
間　
１
月
１
日
日
か
ら
１

か
月
間

問　
毛
呂
山
越
生
在
宅
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
５−

２
３
２
０

「
在
宅
医
療
」
に
つ
い
て

放
映
さ
れ
ま
す

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

見
頃
の
お
花

約
５
０
０
品
種
の
椿
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
も
つ
森
林
公
園
。「
椿
園
」

で
は
早
咲
き
の
椿
や
山さ

ざ
ん
か

茶
花
が
ぽ

つ
ぽ
つ
と
開
花
を
始
め
て
い
ま

す
。
蝋ろ

う
梅ば

い
や
、
早
咲
き
の
梅
・
八や

重え

寒か
ん
紅こ

う
も
咲
き
始
め
ま
す
。

料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
／

４
５
０
円
、
シ
ル
バ
ー
（
65
歳

以
上
）
／
２
１
０
円
、
中
学
生

以
下
／
無
料

※
駐
車
料
金
は
別
途
（
普
通
車
／

６
５
０
円
）
必
要
で
す
。

問　
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
０
４
９
３−

５
７−

２
１
１
１

聴
覚
障
害
者
や
聴
覚
障
害
者
に
関

わ
り
の
あ
る
人
が
抱
え
て
い
る
、

仕
事
や
結
婚
、
病
気
な
ど
の
生
活

上
の
様
々
な
悩
み
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
（
予
約
不
要
）。

㊐　
１
月
１１
日
水　

　
　
午
前
１０
時
～
正
午

場　
飯
能
市
社
会
福
祉
協
議
会
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・

　

２　
（
飯
能
市
双
柳
３
７
１

−

１
３
）

対　
聴
覚
障
害
者
ま
た
は
聴
覚
障

害
者
に
関
わ
り
の
あ
る
人

※
午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い
ま

す
。
訪
問
相
談
希
望
者
は
事
前
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
０
４
８−

８
１
４−

３
３
５
３

　
ｆ
０
４
８−

８
１
４−

３
３
５
５

縦
覧
・
閲
覧
場
所　
役
場
生
活
環

　
境
課
、
毛
呂
山
町
立
図
書
館

説
明
会

㊐　
１
月
２4
日
火
午
後
７
時
か
ら	

場　

中
央
公
民
館　
学
習
室

申　

不
要

意
見
書
の
提
出　

２
月
２4
日
金

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
意

見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
日
高
市
市
街
地
整
備
課
へ

直
接
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問　
日
高
市
市
街
地
整
備
課

　

ｔ
０
４
２−

９
８
９−

２
１
１
１

link@
city.hidaka.lg.jp

署
定　
２０
人
（
先
着
順
）

料　
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
り
、
講
習
の
中
止
も
し
く

は
定
員
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申　
１
月
１
日
日
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
利
便
性
向
上
と

経
済
的
負
担
軽
減
の
為
、
令
和
５

年
１
月
受
診
分
か
ら
、
埼
玉
県
内

の
医
療
機
関
で
、
原
則
窓
口
払
い

が
不
要
と
な
り
ま
す
。

併
せ
て
、
住
民
税
課
税
者
の
自
己

負
担
金
を
廃
止
し
、
窓
口
で
の
一

部
負
担
金
の
、
全
額
を
助
成
し
ま

す
。

問　
役
場
子
ど
も
課
児
童
係

　
　

ｔ

１
４
４・１
４
５
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毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

ご
自
宅
で
簡
単
に
確
認
で
き
る
検

診
で
す
。

便
を
２
日
分
採
っ
た
ら
郵
送
す
る

だ
け
で
す
の
で
、
健
康
管
理
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

容
器
の
配
布　
１
月
17
日
火
～
27

日
金
（
土
・
日
を
除
く
）

対　
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
、
令
和
４
年
度
に
ま
だ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

※
令
和
４
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便べ

ん
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
料
金
を

払
い
、
容
器
を
受
け
取
る
（
予

約
不
要
）。

②
容
器
に
便
を
採
る（
２
日
間
分
）。

③
提
出
用
封
筒
に
容
器
を
入
れ
、

大
腸
が
ん
検
診

毎
回
大
人
気
の
糖
尿
病
教
室
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち

に
、
糖
尿
病
予
備
軍
に
な
っ
て
し

ま
う
、
誰
で
も
な
り
う
る
病
気
で

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

乱
れ
が
ち
に
な
っ
た
生
活
を
、
こ

の
機
会
に
一
緒
に
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
調
理
実
習
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

㊐　
２
月
21
日
火

　
　
午
前
10
時
～
正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
講
義
「
糖
尿
病
の
基
本
」

（
保
健
師
）

　
・
講
義
「
糖
尿
病
を
予
防
す
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や

感
染
性
胃
腸
炎
は
冬
場
に
多
く
発

生
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

く
、
人
の
手
や
食
品
を
介
し
て
感

染
し
、
下
痢
や
嘔
吐
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

「
し
っ
か
り
手
洗
い
・
食
品
の
十

分
な
加
熱
（
中
心
温
度
85
度
以
上

90
秒
以
上
）・
便
や
嘔
吐
物
の
適

切
な
処
理
（
塩
素
系
消
毒
剤
を
使

用
す
る
等
）」
な
ど
の
対
策
で
、

し
っ
か
り
と
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

問　
坂
戸
保
健
所

　
　
ｔ
２
８
３

−

７
８
１
５

糖
尿
病
予
防
教
室

食
事
の
コ
ツ
」（
管
理
栄
養
士
）

　
・
講
義
「
歯
周
病
予
防
と
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
」（
歯
科
衛
生
士
）

対　
40
歳
以
上
の
人

定　
15
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具

申　
１
月
12
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

　
ま
た
、
下
記
か

ら
電
子
申
請
で

の
申
込
み
も
で

き
ま
す
。

郵
送
す
る
。

料　
５
０
０
円

申　
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
容
器
の
受
け
取
り
は
代
理
の
人

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
お
よ
び

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
は
、
申
込
み
時

に
お
申
し
出
の
上
、
受
給
者
証
、

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
交
換

フ
ラ
サ
ー
ク
ル 

ア
カ
ハ
イ
マ
カ

ナ
プ
ー
ナ
ナ
フ
ア
フ
ア
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
心
も
身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
楽
し
く
フ
ラ
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。
随
時
見
学
可
能
で
す
。

㊐　
毎
月
第
１・３
木
曜
日

場　
中
央
公
民
館

料　
月
額
／
２
５
０
０
円

　
　
（
入
会
金
な
し
）

問　

ｔ
０
９
０

−

８
０
４
６

−
１
６
２
６　
ア
カ
ハ
イ
マ
カ
ナ

プ
ー
ナ
ナ
フ
ア
フ
ア
代
表　
奥
泉

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

自
衛
官
等
募
集
案
内

自
衛
官
候
補
生
の
募
集
を
年
間
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
各
種
資
料
の
ご
請
求
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
自
衛
隊
入
間

地
域
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
入
間
地
域
事
務
所

　
ｔ
０
４

−

２
９
２
３

−

４
６
９
１

　
募
集
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 １/10（火）、１/23（月）

２/14（火）、２/27（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 １/18（水）、２/15（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 １/12（木）、２/９（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
１/６（金） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
２/２（木） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 １/25（水）、２/22（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127

子育て相談
なんでも話してみよう

平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

  

干支の動物

ウサギにまつわる話

歴史散歩
第343回

　

令
和
５
年
の
干
支
「
ウ
サ
ギ
」
は
、「
兎

う
さ
ぎ

追
い
し　

か
の
山
」の
歌
い
出
し
で
有
名
な
歌
謡「
ふ
る
さ
と
」

や
、
中
世
の
絵
巻
物
「
鳥
ち
ょ
う

獣
じ
ゅ
う

戯ぎ

画が

」
に
描
か
れ
る

コ
ミ
カ
ル
な
姿
な
ど
、
日
本
人
に
な
じ
み
深
い
動
物

で
す
。
し
か
し
、
人
間
と
ウ
サ
ギ
の
関
係
は
、
ま
さ

に
「
兎
追
い
し
」
と
い
う
追
う
も
の
と
追
わ
れ
る
も

の
の
歴
史
で
し
た
。

　

人
間
と
ウ
サ
ギ
の
関
わ
り
は
、
狩
猟
採
集
社
会
の

縄
文
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
縄
文
人
が
残

し
た
貝
塚
や
低
地
の
遺
跡
で
は
、
食
糧
と
し
た
動
物

骨
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
な
か
に
は
、

ウ
サ
ギ
の
骨
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ウ
サ
ギ
が
狩
り

の
獲
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

中
近
世
に
お
い
て
も
、
作
物
を
荒
ら
す
ウ
サ
ギ
は

狩
猟
の
対
象
で
し
た
。
中
近
世
で
は
、
獣
肉
食
が
避

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
飛
び
跳
ね
る
ウ
サ
ギ
を
鳥

の
仲
間
と
見
立
て
る
こ
と
で
、
獣
肉
食
の
禁
に
触
れ

な
い
よ
う
に
し
て
ウ
サ
ギ
は
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

狩
り
の
対
象
に
さ
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
ウ
サ
ギ

が
、
愛あ
い

玩が
ん

動
物
と
し
て
本
格
的
に
飼
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、明
治
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
特
に
、

明
治
４
年
頃
か
ら
は
、
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
耳

昭和初期にウサギの飼育が行わ
れていた二葉尋常高等小学校

の
長
い
種
類
の
ウ
サ
ギ
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
ブ
ー

ム
が
お
こ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
の
人
気
ぶ

り
か
ら
、
希
少
な
毛
色
の
ウ
サ
ギ
の
価
格
が
、
当
時

の
警
察
官
の
年
収
５
年
分
以
上
に
も
な
る
と
い
う
異

常
な
事
態
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
町
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
明
治
40
年
代
か

ら
大
正
時
代
の
山
根
村
に
つ
い
て
記
し
た『
郷
土
誌
』

に
、
ウ
サ
ギ
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
村
内
の

動
植
物
に
関
す
る
章
に
は
、
山
野
に
棲す

み
、
作
物
を

荒
ら
す
野
生
の
「
野の

兎う
さ
ぎ」

と
と
も
に
、
食
用
お
よ
び

愛
玩
用
の
「
家い
え

兎う
さ
ぎ」

が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
家
兎
が
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
種
類
の

ウ
サ
ギ
と
み
ら
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
１
１
０
年
前
に

は
毛
呂
山
に
も
ウ
サ
ギ
飼
育
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
２
年
頃
の
川
角
村
に
あ
っ
た
二ふ
た

葉ば

尋じ
ん

常じ
ょ
う

高こ
う

等と
う

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

を
写
し
た
写
真
に
は
、
女
学
生
が

耳
の
大
き
な
家
兎
を
飼
う
様
子
が
撮
影
さ
れ
て
お

り
、
戦
前
の
学
校
に
お
け
る
動
物
飼
育
の
様
子
を
知

る
貴
重
な
一
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
格
の
穏
や
か
な
ウ
サ
ギ
は
、
干
支
で
は
「
家
内

安
全
」
を
願
う
動

物
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
日
の
愛

さ
れ
る
ウ
サ
ギ
の

イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
た
背
景
に
は
、

家
兎
の
ペ
ッ
ト
化

が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
た
の
で
す
。
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